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本市の「住みよさ」ランキング等について 

 

 

１ 『都市データパック』２０１７年版の調査概要 

  調査主体 東洋経済新報社 

  対象 ８１４市区（２０１７年６月１９日現在） 

          （７９１市＋東京２３区） 

           ※財政健全度のみ全国７９１都市（東京区部を除く） 

  調査手法 各都市へのアンケート及び各種統計調査結果 

  ランキング方法  総合指標としての「住みよさ」のほか，「成長力」，「民力度」，「財政健全度」 

の項目について，それぞれ以下の指標を用いて偏差値化等によりランキング 

  

 

 

 

 

 

調査周期 年１回（ただし，２０１１年版は，ランキング集計していない。） 

 

２ 本市のランキング 

   「住みよさ」順位  

ア 本市の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住みよさ ランキング

変動 ２０１７ ２０１６

５０万以上都市 

(２８市) 
※ １ ※ １ ０

中核市 

(４８市) 
４ ２   ↓２

県庁所在都市 

(４７市区) 
４ ３ ↓１

栃木県内都市 

（１４市） 
１ ３ ↑２ 

全国市区 

（８１４市区） 
１０４ ９３ ↓１１ 

平成２９年 ６月２６日 

総合政策部 政策審議室 

住みよさ（総合指標） ：安心度，利便度，快適度，富裕度，住居水準充実度の

５つの観点から，１５指標を採用。 
成長力 ：製造品出荷額等ほか１０指標を採用。 
※最新のデータを，原則として５年前のデータと比較し，その増減率をもとに順

位付けしている。 
民力度 ：人口１人あたり製造品出荷額等ほか７指標を採用。 
財政健全度 ：人口１人あたり地方債残高ほか１３指標を採用。 

「住みよさ」順位（５０万以上都市） 

 １位（２０１６年）  

   ⇒１位（２０１７年） 

※  ５ ０ 万 人 以 上 都 市 で は ，

２０１３年から５年連続で１位 
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イ 都市種類別 住みよさランキングＴＯＰ１０        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）その他の項目における本市順位 ※括弧内の数字は前年（２０１６年）順位 

 
全国 

（８１４市区） 

５０万人以上都市 

（２８市） 

中核市 

（４８市） 

県庁所在地 

（４７市） 

栃木県内都市 

（１４市） 

成長力 
４３７位

（４７５位）

２３位

（ ２２位）

３４位

（ ３４位）

３４位

 （ ３７位）

8 位

（ １０位）

民力度 
１５位

（ １０位）

２位

（ １位）

２位

（ １位）

３位

（ １位）

１位

（ １位）

財政健全度 
７２位

（ ６８位）

３位

（ ３位）

５位

（ ５位）

１位

（ １位）

２位

（ １位）

※上位３位の項目に網掛け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 都市名 2017 都市名 2017 都市名 2017 都市名

1 宇都宮市 1 富山市 1 福井市 1 宇都宮市

2 名古屋市 2 金沢市 2 富山市 2 さくら市

3 さいたま市 3 柏市 3 金沢市 3 小山市

4 千葉市 4 宇都宮市 4 宇都宮市 4 那須塩原市

5 新潟市 5 西宮市 5 水戸市 5 真岡市

6 横浜市 6 豊中市 6 名古屋市 6 佐野市

7 浜松市 7 高崎市 7 さいたま市 7 矢板市

8 大阪市 8 岡崎市 8 千葉市 8 下野市

9 堺市 9 前橋市 9 新潟市 9 足利市

10 岡山市 10 高松市 10 山形市 10 鹿沼市

50万人以上都市 中核市 県庁所在都市 県内都市
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◎ 採用指標一覧  

  【住みよさ】 

○ 安心度 

 ①病院・一般診療所病床数（人口当たり）②介護老人福祉施設・介護老人保健施設定員

数（65 歳以上人口当たり）③出生数（15～49 歳女性人口当たり）④保育所定員数－待

機児童数（０～４歳人口当たり） 

○ 利便度 

 ⑤小売業年間販売額（人口当たり）⑥大型小売店店舗面積（人口当たり） 

○ 快適度 

 ⑦汚水処理人口普及率 ⑧都市公園面積（人口当たり） 

⑨転入・転出人口比率 ⑩新設住宅着工戸数（世帯当たり） 

○ 富裕度 

 ⑪財政力指数 ⑫地方税収入額（人口当たり） 

⑬課税対象所得（納税義務者 1 人当たり） 

○ 住居水準充実度 

 ⑭住宅延べ床面積（１住宅当たり） ⑮持ち家世帯比率 

  【成長力】※最新のデータを，原則として５年前のデータと比較し，その増減率をもとに 

順位付けしている。 

   ①人口 ②世帯数 ③事業所数（民営） ④従業者数（民営） ⑤製造品出荷額等 

⑥卸売業年間販売額（１事業所当たり） ⑦小売業年間販売額（１事業所当たり） 

⑧新設住宅着工床面積 ⑨乗用車・軽乗用車保有台数 ⑩課税対象所得額  

⑪地方税収入額 

  【民力度】 

   ①事業所数（人口当たり） ②製造品出荷額等（人口当たり）  

③卸売業年間販売額（人口当たり）  ④小売業年間販売額（世帯当たり） 

⑤新設住宅着工戸数（世帯当たり） ⑥乗用車＋軽乗用車保有台数（世帯当たり） 

⑦課税対象所得額（世帯当たり） ⑧地方税収入額（人口当たり） 

  【財政健全度】 

   ○ 脱借金体質 

①人口 1 人当たり地方債残高 ②地方債依存度（対歳入総額比） 

③実質公債費比率 ④将来負担比率 

○ 弾力性・自立性 

⑤経常収支比率 ⑥公債費負担比率 ⑦自主財源比率 

○ 財政力 

⑧財政力指数 ⑨地方税増加率 ⑩人口 1 人当たり地方税収額 

○ 財政基盤 

⑪生産年齢人口比率 ⑫人口増加率   

⑬納税義務者１人当たり課税対象所得 

⑭地価上昇率（全用途） 


